
『アメリカ大統領の信仰と政治　ワシントンからオバマまで』

【内容】

『派遣村　国を動かした６日間 』

【内容】

『頭のよい子が育つ食卓』

【内容】

『基礎学力と企業　基礎学力が支える経済・社会、日本の未来』

【内容】

『他社から引き抜かれる人は「話し方」が違う！　「頭ひとつ抜き出た社員」になる８１の方法』

【内容】

★　貸出は１５日以内１０冊までです。

今月のテーマ展示は『 Time is money.～効率化のススメ～』『　父の本　』（5/22～6/17）です。

          （社会科学編）

アメリカ歴代大統領のうち、時代を異にする著名な10人、ワシントン、ジェファソン、リンカン、アイゼンハワー、ケネ
ディ、カーター、レーガン、クリントン、ブッシュ、オバマを取り上げ、それぞれの信仰歴、生まれ育った宗教環境、教
会の所属を紹介するとともに、その信仰が大統領時代の政治と政策に与えた影響について考察している。アメリカ
は熱烈な宗教国家であり、国民の8割が神の存在を信じると世論調査に回答し、9割が自分の生き方に宗教が大き
く影響していると述べる国民性の国なのである。日本には、多くのすぐれたアメリカ大統領研究書があるものの、大
統領の信仰がいかに大統領の人生と政策に結びついたかについてはほとんど触れられていない。その意味でも本
書は新しい視点でアメリカ大統領を論じているといえよう。
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「成績のよい子は自分の部屋で勉強していなかった」という一流中学校に入学した家庭の法則を紹介し、大反響を
起こした『頭のよい子が育つ家』の著者が、今回は食卓について調査を行った結果をまとめている。有名中学・高
校に合格し、慶応義塾大学に進学した大学生２００人の家庭を調査した結果に基きながら、頭のよい子が育つ味と
食卓でのコミュニケーションの事例を紹介している。アンケート調査の分析により、著者は「食卓」が親子のコミュニ
ケーション・食育の場であり、記憶に残る食卓が頭のよい子を育てると結論づけている。頭のよい子が育つ味レシピ
集も巻末にあるので参考にしたい。
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ホームページ：http://www.libnet.pref.okayama.jp/（蔵書検索もできます）
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あなたは「自分の仕事」をイキイキと話せているだろうか？やる前から「できない言い訳」をしてはいないだろうか？

「聴き上手」な方だろうか？ビジネスの世界で第一印象が特に大切といわれているのは周知の事実であるが、中で

も特に印象を左右するのは『話し方』である。本書は、決して転職をすすめる本ではない。「人の話をしっかり聴き、

自分の思いを正確に伝えること」を基本としながら、「どこに行っても通用する人」になることや、「これから」を生き抜

くためのコミュニケーションのコツを具体的に分かりやすく紹介してくれている。

　　　　　 　県立図書館5月の新着図書紹介　
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２００８年１２月３１日から２００９年１月５日の間に東京・日比谷公園内に開設された「年越し派遣村」。そこに雇用情

勢の悪化で職を追われ、住む家を失い、生存を脅かされている多くの人たちが集まった。派遣村には１６００人もの

ボランティアと５５００万円を超えるカンパが集まり、日本中の注目を集め、労働行政を動かした。派遣村はなぜ必要

だったのか、そしてどのように実現されたのか。湯浅誠、宇都宮健児、東海林智ら派遣村実行委員が派遣村の実

情をつぶさに報告し、貧困の現実と派遣村に芽生えた社会的連帯の可能性を浮き彫りにしている。宇都宮健児・

湯浅誠編『派遣村　何が問われているのか』（岩波書店　２００9年）も一読の価値がある。

経済的な国際的競争力で、その順位を大きく低下させている今の日本の背景に、「日本人に起こっている基礎学
力の崩壊」があると考察している。西村氏はかつて『分数ができない大学生』（東洋経済新報社　1998年）におい
て、日本の若者の基礎学力の危機は、1989年に導入された「新学力観」（知識・理解よりも関心･意欲･態度を重視
する）が大きな原因の一つであるとしている。近年、「ゆとり教育」見直しの機運が急速に高まりつつあり、授業時間
の増加が実施されている。しかし、はたしてそれだけでよいのか。本書は、基礎学力の復活は、日本の国際競争力
復活への処方箋であるとして、日本を代表とする企業トップ３８名が「人材育成」と「基礎学力」の重要性についてそ
れぞれの立場から意見を述べている。
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※　リストは４月に受け入れた本の一部です。

書　　　　名 著　　　者 出　版　社 ラベル記号

すれっ枯らしの公共心 桂木　隆夫／著 勁草書房 301/ｶﾂ09

はじめて学ぶ現代政治学 豊島　修／著 北樹出版 311/ﾄﾖ09

オバマの原点
アンソニー・ペインター
／著

中経出版 312.53/ﾍｲ09

選挙の基礎的研究 宮野　勝／編著 中央大学出版部 314.8/ﾐﾔ09

勲章の社会学 小川　賢治／著 晃洋書房 317.5/ｵｶ09

原子力の国際管理 魏　栢良／著 法律文化社 319.8/ｳｲ09

株券電子化ガイドブック 葉玉　匡美／監修・著 商事法務 325.242/ﾊﾀ09

ドキュメント裁判と人権
東京南部法律事務所／
編

日本評論社サービスセン
ター 日本評論社（発売）

327.04/ﾄｳ09

いまこそ、ケインズとシュンペーターに
学べ

吉川　洋／著 ダイヤモンド社 331.74/ﾖｼ09

日本経済の突破口 東谷　暁／著 ＰＨＰ研究所 332.107/ﾋｶ09

企業の社会的責任経営 江橋　崇／編著
法政大学現代法研究所 法
政大学出版局（発売）

335.15/ｴﾊ09

プレゼン術 藤木　俊明／著 秀和システム 336.49/ﾌｼ08

それでも環境税を払いたくなる本 兼平　裕子／著 海象社 345.1/ｶﾈ09

図表でみる世界の主要統計
経済協力開発機構／編
著

明石書店 350.9/ｹｲ07/2008

なぜあの人はあやまちを認めないのか キャロル・タヴリス／著 河出書房新社 361.4/ﾀﾌ09

社会調査の実際 島崎　哲彦／編著 学文社 361.9/ｼﾏ09

どうする不況リストラ正社員切り 徳住　堅治／著 旬報社 366.14/ﾄｸ09

それ、恋愛じゃなくてＤＶです 滝田　信之／著 ＷＡＶＥ出版 367.1/ﾀｷ09

自学力を育てる教育革命 大越　俊夫／編著 日新報道 370.4/ｵｵ09

日本の教育はどうなるか 赤田　圭亮／編 日本評論社 372.107/ｱｶ09

身近なことから世界と私を考える授業 開発教育研究会／編著 明石書店 375/ｶｲ09

特別支援教育は特別なの？ 阿久沢　栄／著 玉川大学出版部 378/ｱｸ09

私の子育て、これでいい？ 高田　広之進／著 吉備人出版 379.9/ﾀｶ09

お菓子は世につれ世は菓子につれ 吉田　菊次郎／著 朝文社 383.81/ﾖｼ09

結婚式の司会実例の便利帖
Ｓｅｉｉｃｈｉ　Ｙｏｓｈｉｋａｗａ／
〔著〕

学研 385.4/ﾖｼ09


